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1. は じめ に

財 団法 人千 葉 県文 化財 セ ンターで は研 究紀 要 の一環 と して 自然科 学 的 な最新 の分析

方法 に よる貝塚 の研 究 を 1995年 か ら3年計 画 で行 ってい る｡その一環 と して千 葉 県 内

に所在 す る貝塚 か ら出土 した月 を試料 と して年代 測定 を行 い土器 編 年 との対応 関係 に

つ いての検 討 を行 うこ とに した ｡ 従来 ､当 セ ンター をは じめ多 くの発掘 調査 機 関 にお

いて､ 14 C年代 測定 を学 習 院大学 に依 頼 して きた ｡ 学 習 院大 学 の分析 は β線 ガス比例

計 数管法 とい われ る方法 で あ る ｡ この方法 で はすで に膨 大 な測 定結 果 が だ され､一定

の評価 を得 てい るが ､必 要 な試料 の量 が多 い こ とや､計 測 に時 間が かか る とい った問

題 点 な ど も指摘 され てい る ｡ タ ンデ トロ ン加速器 質量 分析計 に よる年代 測定 につ いて

は試料 の必 要量 が少 な く､効率 的 に計 測 で きるな どの点 ､ また､従 来 の β線 ガス比例

計 数管法 との比較 に よってその有効性 を確 認 す るデ ー タを蓄積 す る こ とが で きる点 な

どか ら､年代 測定 を試 み る こ とに した ｡

2.考 古 学 と 14C年 代 測 定

現在 ､一般 に知 られてい る縄 文 時代 の絶対年代 は､すべ て 14C年代 測定 法 に よって

得 られ たデ ー タであ る｡これ は 1950年代 後半 に行 われ た関東 地 方 の縄 文貝塚 の調査 と､

それ に合 わせ て行 われた学習 院大学 に よる出土貝殻 や木炭 の 14C年代 測定 に よる とこ●

ろが大 きい (渡辺 1966) ｡ しか し､ こ う して得 られ た結 果 はそれ までの伝統 的 な土器

編年 を もとに した研 究 と大 き く乗離 す る もの となった ため､大 きな論 争 を巻 き起 こ し

た ｡ 現 在 の ところ大 勢 と して は 14Cに よる年代 に よって縄 文 時代 の年代 を考 える よ う

にな ってい るが ､ 14 C年代 測 定 その もの に対 す る一種 の ア レルギ ーの よ うな ものが存

在 す る よ うで､必 ず しも十分 な検 討 が加 え られてい ない とい える ｡ こ う した状 況 を生

み だ した要 因 につ い て ここで検 討 す る こ とは控 えるが ､簡単 にい えば 自然科学 的 な分

析全般 に村 す る考古 学側 の認識不足 ､あ るい は 自然科学 的 な分析 を行 って得 られ た結

果 に対 し､考古学 と して どの よ うな意味づ け を行 うか とい う意識 の低 さな どが主 な も

の と して挙 げ られ よ う ｡

3.試料 の信頼性

従来 ､当 セ ンター にお いて も 14C年代 測定 に供 した試料 はほ とん どが炭化木材 であ

る ｡ 炭化 木材 は採取 しやす い こ とや､試料 と しての信頼性 の高 さな どを理 由 と して多

く使 われ てい る ｡ しか し､特 に台地上 の遺跡 で は ロー リング されてい る可 能性 は常 に

つ きま とう ｡ また､分析 の方法 以外 に試料 の採取 方法 な どに村 す る信 頼性 も問題 とな
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って きた ｡ す なわち採取 された試料 が土器編年上 いつの時期 の ものか､ どの ような遺

構 に関連 した ものか､ どの ような状況 で検 出 されたかな どが明 らか になっていない も

の も多い ようであ る ｡

当セ ンターで は千葉県下 の主要貝塚 の確認調査 を継続 して実施 してい るほか､開発

に伴 う大規模 な貝塚 の調査 を行 って きた ｡ その際貝層 の コラムサ ンプル を採取 して分

析す る方法が確立 してお り､採取位置 や貝層 の出土遺物 ､土器編年上 の時期 な どが明

確 にで きるデー タが蓄積 されてい る ｡ 持 ち帰 ったサ ンプルの中か ら時期 を明確 にで き

る部分 の試料 を後か ら選択 で きるこ とも大 きなメ リッ トであ る ｡ また炭化物 ･有機物

の試料 に比べ ､採取 されてか ら時 間が経過 して も変質す る心 配が ない な どの利点があ

る ｡ こう した こ とか ら今 回の分析 に当た っては､ コラムサ ンプルの貝殻 を使用 した 14

C年代測定 の有効性が焦点 になった ｡

4. コラム サ ンプル の採 取方 法

貝層 の コラムサ ンプルは､貝塚特有 の動物遺体 の分析 には欠かせ ない資料 であ る(小

宮 1986)｡ 食料 となる月 の種類 は言 うまで もな く､定量分析 に よる月種 の採取量 の違

いな どを詳 しく見 るほか に月 の成長線分析用 として も良好 な資料 であ る ｡ また､サ ン

プルの水洗選別法 によって微細貝 や魚骨 の貴重 なデー タを取 ることがで きる｡年代 測

定用 の試料 と して もこの コラムサ ンプル を活用 す ることが可能である ｡ コラムサ ンプ

ルの採取法 について､筆者が実際 に担 当 した野 田市東金野井貝塚 の事例 を もとに､簡

単 に説明 してお く(安井 1994)0

この調査 は国の補助金 で行 う ｢重 要遺跡発掘調査｣の一環 として､将来の保護 と活

用 を計 るための基礎資料 を得 るこ とを目的 と して､平成 5年 10月に貝塚 の地形測量 と

トレンチ に よる確認調査 を行 った (図 2) ｡ 確認 トレンチ を 200nf分設定 して貝層 の

範囲の確認 を行 ったが､面状貝層 上 の 3カ所 か らサ ンプル を採取 した ｡ 図 3ではその

うち 2 トレンチで行 った作業の状況 を示 してい る (図 2で矢印で示 した トレンチ)0

月層上 に 40cmX40cmの枠 を設定 し､垂直 に掘 り下 げなが ら採取す る｡深 さ 5cmを 1

Cutと し､貝層上面 か ら下端部 まで､連続的 に採取 してい く｡ 断面観察 に よって貝層

の堆積状況 の記録 も行 うが､サ ンプルの採取 は これ とは無 関係 に機械 的 に行 う ｡ また､

月層 の下部 な どはほ とん ど土 で､貝殻 が少量混入す るだけの状況 になることもあるが､

定量 的 な分析 が主眼 となるので土 も含 めて全 て採取 す る ｡ 東金野井貝塚 においては 45

cm厚 の月層 か ら､計 9Cut採取 した ｡

採取 したサ ンプルは 9.52､4､ 2､ 1mmメ ッシュの試験師 を用 いて水洗分離 を行 い､

室内乾燥後選別 を行 う ｡ 貝類 は 9.25､4mmメ ッシュ面上 に残 った資料 について選別作

業 を行 う ｡ こう して選別 した月 は種 別 同定 と計測 を行 って月層 の月類組成 を分析 す る

ための基礎資料 となる ｡ 今 回の分析 で使用 した貝 は､基本 的 には こう した方法で採取

された ものである ｡

サ ンプル を採取 す る場所 は当然調査 の状況 に応 じて決め ることになるが､堆積状況

が良好 であ るこ と､水平堆積 であ る こと､時期 が決定 で きる資料が伴 うことが前提 と
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なる ｡ 貝塚 の貝層 には大 まか に 2種類ある｡ 一つは面状月層 と呼ばれる もので､一般

で考 えられている貝塚 はほ とん どが これである ｡ 有名なところでは千葉市の加曽利貝

塚 などがあ り､馬蹄形あるいは環状 に広がる巨大 な面状月層が､縄文時代 の貝塚 の一

般的イメージとなっている感があるが､その ような貝層 は､実 はかな り長い年月を経

て堆積 した ものであ り､地点 によって時期が異 なることが珍 しくない｡そ うした とこ

ろでは調査時 にかな り注意 を払 う必要がある し､場合 によってはそれで もはっきりし

た時期が分か らず に終 わることもある ｡ もう-種類 は地点月層 と呼ばれる もので､使

われな くなった竪穴住居 や土坑 と呼ばれる人工の穴 に､ ゴミとして貝殻や骨 などを一

括投棄 してで きた ものである ｡ ほ とん どが極めて短期 間に捨 て られた ものであるため､

ある程度限 られた単位での生活の様相 を反映 している もの と考 えることがで き､また､

出土遺物か ら時期 の特定 も容易である ｡ この ような理由か ら､選 び出 された試料 は地

点月層 か ら採取 した ものが主 となっている ｡

東金野井貝塚 で採取 して今回分析 に使用 したサ ンプルは､図 3の 2 トレンチで検 出

された面状月層 の ものである ｡ 面状貝層であるものの､真下か らは縄文時代後期初頭

の堀之内 1式の住居跡が検 出 されてお り､実質的には地点月層 に近い性格 を持 ってい

る ｡ また､月層直上の黒色の腐植土か らは縄文時代晩期初頭の土器が多量 に出土 して

お り､時期の特定 も容易である ｡ 掲載 した土器の夷測図はサ ンプルを採取 した部分か

ら出土 した ものではないが､以上の状況 をふ まえた上で貝層 の堆積 した時期の もの と

判断 した土器である｡縄文時代後期 中葉の加曽利 B l式である ｡

5.サンプル採取遺跡

コラムサ ンプルを採取 している遺跡 は一覧表の通 りである ｡ タンデ トロン加速器質

量分析計の試料 としたのは､この内の 10点の試料である ｡ 縄文時代早期か ら晩期 まで

の試料 を抽 出 している ｡

遺跡の選択 に当たっては､以下の点 に留意 した ｡

(∋月層の堆積時期がはっきりと分か っている ものであること｡

なるべ く供伴 している土器の形式がはっきり分かるもの を選 び出 した ｡

② 時期 と地域が多種多様 な ものになるようにすること｡

千葉県の貝塚 の分布域 を大 まかに分けると､東京湾東沿岸､印播 ･手賀水系お よ

び利根川下流域､太平洋沿いに分 け られる ｡ 今回は東京湾東沿岸の うち奥東京湾

沿いか ら3遺跡 3サ ンプル､現東京湾沿いか ら2遺跡 3サ ンプル､利根川下流域

か ら2遺跡 2サ ンプル､太平洋沿いか ら2遺跡 2サ ンプルを使用 した ｡ 時期 も早

期 2サ ンプル､前期 1サ ンプル､中期 3サ ンプル､後期 3サ ンプル､晩期 1サ ン

プル とほぼ全時期 を覆 うように した ｡

6.今後の課題

今回は 10点の試料のみで､早期か ら晩期 までの試料 としては各時期 1点 に近 く､あ

まりに少 ない といえる ｡ 継続的にデータを蓄積 してい きたい｡試料 として特定の時期､
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例 えば中期加 曽利 E式期 の ような試料 の豊富 な時期 について測定 を行 い､そのデー タ

について検討す ることも必要であろ う｡ さらに千葉県 に限 ってみれば､東京湾側 と太

平洋側､ さらに内陸の印播沼周辺地域 の地域別のデー タの特性 を検討す ることも必要

である ｡ また､月の種類 によってデー タが どの ように違 うか を検討す る必要 もあろ う

(浜 田 1970)｡現在 10点の試料 について測定 中である ｡ 測定結果 については (財)千葉

県文化財 セ ンター研究紀要 19の中で詳述 したい ｡
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表 1 分析用サンプル一覧 ●今回の分析試料

No. 所在地 遺跡名 遺構名 暗某月 主要貝種 備考
1~関宿町 飯塚貝塚 002号住居祉 前期中葉 黒浜 マガキ､アサリ

007号住居地 前期中葉 黒浜 アサリ､サルボウ

● 008号住居地 前期中葉 黒浜 アサリ､シオフキ009号住居地 前期中葉 黒浜 マガキ､アサリ
012号住居址 前期中葉 黒浜 アサリ
013号住居地 前期中葉 黒浜 アサリ､シオフキ
014号住居祉 前期中葉 黒浜 アサリ､マガキ
017号住居地 前期中葉 畢浜 アサリ､マガキ

021号住居地 前期中葉 黒浜 アサリ､シオフキ､オキシジミ､マガキアサリ101号土坑 前′中葉 黒浜
2 野田市 東金野井貝塚 ● 2T 後期中葉 加曾手JB1 ヤマ トシジミ 重要遺跡

7T 後期中葉 加曾禾JB ヤマ トシジミ
8T 後期中葉 加曾手jB ヤマ トシジミ

3 野田市 岩名第14遺跡 124号土坑 早期後半 子母口-野島 アサリ､マガキ
116号炉穴 早期後半 子母口-野島 マガキ
119号炉穴 早期後半 子母口-野島 ハイガイ､マガキ
130号炉穴 早期後半 子母口-野島 ハイガイ､シオフキ

4 流山市 上新宿貝塚 ●4T 後期後半 加曾手JB-安行 マガキ 重要遺跡
5T-001 後期中葉 加曾禾jB ハマグリ､マガキ
8T 晩期前半 安行3a- 3 C ヤマ トシジミ
9T 晩期前半 安行3 ヤマ トシジミ

5千葉市 荒屋敷北遺跡 小竪穴 中期末 加曾弄uEⅣ ハマグリ

6子葉市 有吾北貝塚 ● SB208 中期中葉 阿王台末 ハマグリ (末報告)

SB173 中期中葉 中峠 ハマグリ
SK133 中期中葉 中峠 ハマグリ
SBO90 中期後半 加曾手JEⅠ ハマグリ
SBO85 中期後半 加曾禾UEI ハマグリ
● SK714 中期後半 加曾手JEⅠ ハマグリ
SK758 中期後半 加曾手JEⅢ ハマグリ
SK765 中期後半 加曾禾JEⅢ ハマグリ
SB266 中期後半 加曾禾JEⅢ ハマグリ

7千葉市 鎌取遺跡 006 中期後半 加曾弄JEⅢ ハマグリ
8千葉市 小金沢古墳群 006 早期後半 茅山 ハイガイ

007 早期後半 茅山 ハイガイ
011 早期後半 茅山 ハイガイ

9 千葉市 ′ト中台(1)遺跡 1号住居地 中期後半 加曾不｣EⅢ オキアサリ､ハマグリ
2号住居址 中期後半 加曾弄｣EⅢ オキアサリ

10子葉市 小中台(2)遺跡 SⅠ2 中期後半 加曾不JEⅢアサリ
SⅠ6 中期後半加曾禾｣EⅢオキアサリ､アサリ

ll千隻市 新堀込遺跡 SK8 中期後半 加曾弄｣EⅢアサリ
12千葉市 中薙遺跡 001住居地 中期後半 加曾手JEⅢ アサリアサリ003住居址 中期後半 加曾手JEⅢ
13子葉市 六通金山遺跡 丁02 中 期 後 半 加曾不JEⅢ ハマグリ

丁03 中 期 後 半 加曾手JEⅢ ハマグリ
14市原市 草刈遺跡(B区) 163A号跡 中 期 後半 加曾手JEⅢ イボキサゴ､ハマグリ

178B号跡 中期後半 加曾手JEⅢ イボキサゴ､ハマグリ
190B号跡 中期前半 阿王台Ⅲ イボキサゴ､ハマグリ
197A号跡 中期後半 加曾利EⅠ イポキサゴ､ハマグリ
203A号跡 中期後半 加曾利EⅠ イボヰサゴ､ハマグリ
207B号跡 中期後半 加曾利EⅠ イボキサゴ､ハマグリ
388A号跡 中期後半 加曾利EⅠ イボキサゴ､ハマグリ
511号跡 中期後半 加曾手JEⅠ. イボキサゴ､ハマグリ
516号跡St1 中期前半 阿王台Ⅳ イボキサゴ､ハマグリ
516号跡St2 中期前半 阿王台Ⅳ イボキサゴ､ハマグリ

15市原市 草刈貝塚 141竪穴住居址 中期前半 阿王台 イボキサゴ､マガキ
135竪穴住居もヒ中期後半 加曾手UEI イボキサゴ
035竪穴住居地 中期後半 加曾手JEⅠ イボキサゴ
120竪穴住居地 中期後半 加曾手JEⅠ イボキサゴ
132竪穴住居祉 中期後半 加曾手JEⅠ イボキサゴ
127竪穴住居地 中期後半 加曾手JEⅠ イボキサゴ
051土坑 中期後半 加曾手JEⅠ イポキサゴ
053土坑 中期後半 加曾利EⅠ イボキサゴ

16袖ヶ浦市 山野貝塚 ● SL2-A 後期前半 堀之 内 1 イボキサゴ､カガミガイ､ハマグリ 重要遺跡
4T 後期前半 堀之 内 1 イボキサゴ､シオフキ､ツメタガイ
llT 後期前半 堀之 内 2 イボキサゴ､ハマグリ､シオフキ

17小見川町 白井大宮台貝塚 1T 中期後半 加曾利E ハマグリ､シオフキ 重要遺跡
3T 中期後 半 加曾手JE ハマグリ､シオフキ

● 6T 中期 後半 加曾手JE ハマグリ､シオフキSKOトⅠ 中 期 後 半 加曾手JE仁 ハマグリ､オキシジミ
SKO2 中期後半 加曾利E ハマグリ､マガキ

18横芝町 中台貝塚 95号土坑 中期末 加曾利EⅣ チョウセンハマグリ
● 105号土坑 後期初頭 称名寺 チョウセンハマグリ
107号土坑 後期初頭 称名寺 チョウセンハマグリ､ダンベイキサゴ
109号土坑 中期末 加曾弄けEⅣ チョウセンハマグリ

19佐原市 鴇崎貝塚 ●9T 早期前半 花輪台2 カキ､ハマグリ 重要遺跡
10T 早期前半 花蛤台2 カキ､ハマグリ

20干潟町 桜井平遺跡 ●6nn号 早期後半 鶴ヶ島.育 カキーハマグリ (夫報告 )
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図 1 分析用サンプル採取遺跡
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図2 重要遺跡確認調査の例 (野田市東金野井貝塚)
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図3 月サンプル採取法
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2T貝J#サンプル採取弥分 土店説明
1 兆土貝嚇 ヤマ トシジミに.W袖色土墳含む.

貝の維持はランダムC

2 池貝土嶺 暗糊色土:こヤマ トシジミ含むe
上 ･下切とは土の叢が歴然とし

ているが､鳩は漸移的C

3 此土灰嶺 白い灰と細かい破砕貝に黒色土
炭化物が鵜 じるC

4 此土貝嶺 灰色に境けた破砕月と.M色土 .

炭が淑合するO

5 池土貝噂 尿色に嘆けt:破砕貝に壌土粒 ･
IA!粘色土が搬じるC.･1-^'では

壌土少ないが､B-B●ではとて

も多いC

6 兆土貝頓 やや促布の悪いヤマ トシジミに
.#栂色土含む(貝の方向はラン

ダム｡

7 黒褐色土 ややくすんでいるC媒槻色土に
ローム粒斑状に含fLP｡

8 時袖色土 稚くしまったロームに貝を若干
含むし,6､7は締まりなく､本

楯との塊は水ITrT.で明瞭｡

♯セクション凶左側の水T･鰍 ま､コラムサンプ

ルのカットごとのレベルを示す｡
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